
さいたま商工会議所では、新たな事業活動に取り組む事業所の支援を行っています。
経営革新計画承認企業となって、経営の向上を目指しませんか？

お問い合わせ・ご相談は、各支所・業務本部へ（P4参照）

❶新商品の開発または生産
❷新しいサービスの開発または提供
❸商品の新たな生産または販売の方式の導入
❹サービスの新たな提供の方式の導入その他の新たな事業活動
❺技術に関する研究開発およびその成果の利用
❻その他の新たな事業活動

新たな事業活動とは 新しい取り組みをスタートするきっかけになる
・ 中期的計画を作成することで、漠然と想っていたことが具体化され、 

経営目標が明確に
・ マーケットや現状の分析により、自社の課題を見つめ直すきっかけに

社員のモチベーションＵＰ、後継者育成につながる 
・ 計画を紙面に落とし込むことで、計画が「見える化」され、 経営方針が

社員に浸透
・ 経営目標が共有されて、目標達成に向けて努力する組織体制が実現

承認を受けるメリットは？

新たな事業活動…
他のどの企業も行っていない新しい事業ではなく、
貴社にとって新しい事業活動です。
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“ 健康経営 ” の新常識 　声のチカラで企業も人も元気に

し方を変えると、人生も変わる」
“ 声磨き®メソッド”を独自開発

し、これまで4万人以上の声・話し方の悩
みを解決してきた佐藤 恵氏。13年間の
海外生活で、文化や言語を超えたコミュ
ニケーションの重要性に目覚め、帰国後
はアナウンサースクールで話し方を学ん
だ同氏。その経験をもとに2009年、声と
話し方を磨くボイス＆スピーチトレーニ
ングを事業として創業。2013年には法
人化し、日本初の“女性限定話し方教室”
も開講するなど、革新的な取り組みを進
めてきました。
「声を磨くことは、見た目や印象だけで

なく、呼吸機能や口腔内環境の改善、脳
の活性化にもつながる」。この視点は、企
業の“健康経営”にも新たな切り口を与

えています。
日本のビジネスパーソンの約8割 が

「人前で話すことに苦手意識を持つ」と
言われる中で、声の改善と話法の習得
は、自信と成果を引き出す有効な投資と
言えます。さらに、同社のインストラクタ
ー育成講座を修了した卒業生とともに事
業を展開するなど、人材育成と地域貢献
にも積極的。そんな母の背中を見て育っ
た娘の直さん（表紙）も2021年から同社
に加わり、中小企業庁主催“アトツギ甲子
園（※）”で準ファイナリストに選出される
など、次世代への継承も進んでいます。
「声のチカラで日本を元気に」を掲げ、

全国を飛び回る同社の挑戦は、今後さら
に多くの企業や地域の未来を変えてい
くに違いないのです。
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2024年11月さいたま市で開催した「第4回100万人の声磨きフェスティバル」スタッフが一堂に会して。
また、大手企業が同社の企業向け事業「声磨き®健康経営プログラム」を実施したところ、工場で黙 と々作業する従
業員の意識向上が図られ活発な職場に。

（※）中小企業庁では、後継者が既存の経営資源を見つめ直し、新規事業アイデアを競い合うピッチイベントとして「アトツギ甲
子園」を実施。新規性、持続可能性、社会性、継承予定の会社の経営資源活用、熱量・ストーリーの5つの審査項目で審査され、最
も優秀な方には経済産業大臣賞、そのほか中小企業庁長官賞、優秀賞、企業特別賞を授与。

最初は声を出すこと自体に抵抗がある
参加者も次第に姿勢や声に変化が。

2010年に入会。創業間もない頃
から資金繰りの相談や新たな取
り組みを行う際は、経営革新計
画の策定など会議所の支援を
受けています。これまでに4回の
経営革新計画承認企業の認定
を受けました。

会議所との関わり

100年企業を訪ねて ～長寿企業のたゆまぬ努力とその魅力に迫る～

老舗企業としての経験と胆力で
地域経済の活性化に貢献する

　私が入社した 2000 年ごろから多彩な郊外型飲食チェーンの展
開を活発化し、焼肉店を開いて 1 周年を迎える矢先、狂牛病騒動
に見舞われました。飲酒運転罰則の厳格化や大型店舗の進出など
でお客様の流れが変わったこともあり、事業の重点をケータリング
や仕出し事業に転換。2012 年に東京・練馬区に最新の冷凍技術
を活用した「料亭工場」を稼働し、コンセプトショップとして「銀
座割烹里仙」を開店しました。2013 年から冷凍おせちをはじめ高
級冷凍食品の販路を広げるなど事業が順調に動き出していたところ
に、今度はコロナ禍が直撃です。それも事業を見直す好機と捉え、
現在は新たな成長戦略としてM＆Aにも本格的に取り組んでいます。

　昨年、父の逝去に伴い社長に就任してあらためて老舗企業の存
在感に気づき、地元密着の飲食業として県内の 100 年企業を応援
する取り組みも始めました。これからも先達から受け継いだ商いの
心を大切に、多様化する顧客ニーズやインバウンドといった環境変
化にも柔軟に対応していきたいですね。

赤羽から北浦和へ
先達の先見性が導いた事業展開

　曾祖母・山﨑 タメが 1924 年に、関東大震災後の混乱が残る赤
羽駅前で「人様のお役に立つ働きをしたい」と開いた食堂「正直家」
がルーツです。その娘・トモが腕の良い料理人の城之助と結婚して
割烹仕出しも手がけ、近隣の大きな軍施設や高級将校から陸軍諸
官庁御用商人として重用されて家業は大いに発展。ですから創始者
をタメ、城之助・トモを創業者と位置付けています。
　太平洋戦争で戦死した城之助が生前、事業拡大と発展の為土地
を手配していた北浦和で、1948 年に一族が力を合わせて（株）正

直屋を設立。大衆食堂を
はじめレストランや給食な
ど、時代の要請に応えて
多角的に飲食事業を展開
しました。70 年代には中
山道沿いに宴会場や和室
もある４階建てのビルを建
設し、披露宴や寄席、祭

り会場として地域密着型の商売を展開。近隣には浦和高校や埼玉
大学があり、同窓会や社交の場としてもにぎわい、その立地を背景
に本や文具を扱う文教関連事業も手がけ、盛況を見せました。赤
羽といい北浦和といい、時代に沿い地の利を見極めた先達の慧眼
は見事なものだと思います。

中小企業としていち早く取り組んだ
経営計画書策定と企業理念の制定

　創始者、創業者を継いで３代目社長となった父・正之は、「お客
様第一主義」のもとにスーパーマーケットや飲食業を地元密着型で
展開し、中小企業としていち早く経営計画書の策定も進めました。
需要が高まったケータリングや仕出し事業にも進出。1981 年には

（株）東京正直屋を設立し、東京を中心に千葉県、埼玉県を含め
た南関東に商圏を拡大していきました。
　経営計画は現在も毎年策定しており、わが社の羅針盤です。事業
の多角化や商圏の広がりで多様な職種の従業員が働くようになり、
1977 年には企業として統一的な経営姿勢を表す経営理念および社
是を成文化。それが今日も大切にしている「天然自然の理にかなっ
た経営」であり、お客様第一主義に徹した経営へとつながっています。

中核事業のケータリングは華やかで本格的
な和・洋・中のパーティー料理のみならず
演出・設営にも定評がある

関東大震災、終戦という非常事態を女性の活躍で切り抜け、狂牛病、
東日本大震災、コロナ禍といった大逆風も進取の気性で乗り越える…。
その根底にあるのは、普遍的な価値観と屋号に込められた誠実な心。
先達の智慧を受け継ぎ、新たな時代を見すえて飲食業を牽引する４代
目の山﨑 誠司社長にお話をうかがった。

幾多のピンチをチャンスに変えて
激動の時代を生き抜く

北浦和に移転した昭和 40 年代の正直屋。この頃
から、多角的な飲食事業を展開し始めた

1969年、さいたま市（旧浦和市）生まれ。千葉大学を卒業後、銀行勤務を経て、28歳で正
直屋グループの取締役として入社。先代の前社長とともに経営に従事。2024年、前社長
逝去に伴い、（株）東京正直屋の代表を引き継ぎ、現在は（株）正直屋グループ４社の代表
を務める。

山﨑 誠司 （やまざき せいじ）
代表取締役社長
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